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飯粒 ノ 附着 セサル 弁当箱 ハ 特許 スへキ モノ トス ご 

「飯粒の 附着せ ざる 弁当箱」 という 文句 を 読む と、 「飯 

粒の 附着して いない 弁当箱」 という 意味に とれる。 飯 

を 食った 後で 洗って しまえば 弁当箱に は 飯粒 は 附着し 

ていない はずで ある。 これが 何う して 特許になる のか 

不思議に 思う が、 さて 其の 真意 は —— 。 

飯 を 弁当箱に つめ 込んで、 然るの ち これ を 取 出して 

むし 

も、 あとに 飯粒が 弁当箱の 底 や 周 壁に 附着 (寧ろ 固着) 

する ことのない 弁当箱。 —— という 意味で、 アルミ 弁 

当 箱の 内側に ゼラチンの ような もの を ひいて 置く と、 



最後に 予は 断言す る。 この 怪人 達 は、 地球人 類と は 

全く 別箇の 系統から 発達 進化した 生物で ある。 換言す 

れば 彼の 怪人 は、 植物の 進化した ものである。 故に 銃 

おてん 

丸が 入っても 別に 死せ ず、 唯 「緑の 汚点」 として 発見 

りょくじゅう 

せられた 緑 汁の 流出が あるば かりで ある。 殺人罪と 

そもそも 

いったよ うな 不道徳 を 怪人が 解せなかった の も、 抑々 

植物に は 情感の ない ， J と を 考えて みても よく 判る - J と 

ではない か。 …… 」 

植物 系統の 生物と いうと ころが 此の 科学 小説の ャマ 

であるが、 小説と して 構想の 奇抜な こと は 勿論、 実際 

の 学問の 上から 言 つても 大いに 考えて 見る 可き 問題 で 
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